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エルサレムに行くイエス様に男が跪き尋ねた。

17節「善い先生、永遠の命を受け継ぐには、
何をすれば良いでしょうか」。イエス様は質問
に答えず「なぜ私を善いと言うのか。神お1人
の他に善い者は誰もいない」と言った。イエス様
は神の御子であり、間違いなく善い先生なのに、
なぜこのように言ったのか。   
エルサレムの十字架に向かう今、「善い先生」と

呼ばれることも、弟子達の先生であり、神の御子で
あることも、神の御前に徹底的に放棄し、すべてを
神に明け渡すことが、イエス様が行くべき十字架の
道だからです。みずからを、1つ残らず捨て切った
末に迎えるのが、十字架だからです。 
自分のすべてを神の御前に捨て切ったイエス様

だけが十字架の死を実現させる。「神以外に善い
者はいない」。ここに徹するイエス様の十字架に、
天地創造以来の神の御心が現れる。だからこそ、
十字架に向かうイエス様は「神だけを指し示す道し
るべ」に徹する。そのイエス様が男に告げたのは、
ユダヤ人なら誰でも知っている十戒の言葉だった。 

19節「殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証
するな、奪い取るな、父母を敬えという掟を
あなたは知っているはずだ」。 
これは十戒の中の人間関係に関する戒めであり、

当然、男は「こんなことは子供の時から守って来た」
と言った。男には戒めに忠実と言う自負があった。
そんな彼は「永遠の命を受けるために戒めを守る
だけで充分なのか」と不安になって、永遠の命を
受け取る確信を得ようと、イエス様に尋ねたのかも
知れない。そんな彼にイエス様が言います。 

21節「イエスは彼を見つめ、慈しんで言わ
れた。『あなたに欠けているものが1つある。
行って持っている物を売り払い、貧しい人々
に施しなさい。そうすれば、天に宝を積むこ
とになる。それから私に従いなさい』」。 

この時のイエス様の様子を直訳すると「イエスは
彼を見つめ、彼を愛して彼に言った」。イエス様は
彼を愛しているから、彼に欠けている唯一のこと、
最も必要なことを告げた。それは財産を売り払って、
イエス様に従うことだった。 

22節「その人は、この言葉に気を落とし、
悲しみながら立ち去った。たくさんの財産を
もっていたからである」。 
彼は幼い時から律法を守って、信仰生活をして

きたから、自分の信仰に自信があり、永遠の命を
求める信仰の熱さがあり、だからイエス様に教えを
求めた。でも「財産を売り払い、私に従え」と
命じたイエス様の言葉が、彼を木っ端微塵にした。
財産を手離せない自分に気づいた。財産と引き換
えにしてまで、永遠の命を求めてはいない自分に
気づいた。今の生活を変えてまで、神の国に入る
ことを望んではいない自分に、彼は気づいた。 
彼には多くの財産があり、財産の1つに永遠の

命を加えようとしていた。真摯な信仰生活も、永遠
の命を追い求める熱心さも、彼が持つ財産の1つ
に過ぎなかった。従って「どうしたら永遠の命という
新しい財産を増やせるか」彼はイエス様に尋ねた
だけだった。 
多くの財産を求める彼に対し、十字架に向けて、

ご自分のすべてを捨てて行かれるイエス様の姿は
対照的だ。でも十字架に向かうイエス様の道以外、
永遠の命に至る道はない。だから握りしめないで、
「捨てて、私に従え」と、イエス様は彼に命じた。 
イエス様の言葉は永遠の命に至る招きの言葉だ。

でも彼は立ち去る。イエス様は弟子達に言われた。  
23～24節「財産のある者が神の国に入るのは、

なんと難しいことか。子たちよ、神の国に入る

のは、なんと難しいことか。金持ちが神の国に

入るよりも、ラクダが針の穴を通る方がまだ
易しい」。 
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多くの財産を持つ男は、イエス様から招かれた
のに、それを拒み、永遠の命への道を断念した。
それほど地上の財産は、彼を魅了していた。天上
の財産に心を向けるのは、ラクダが針の穴を通る
ほど困難だということで、26節。 
「弟子達はますます驚いて『それでは誰が

救われるのだろうか』と互いに言った」。 
ユダヤ社会で財産は神の祝福の徴で、財産が

神の国を妨げると考えない。では財産を捨てれば、
神の国に近づけるのか。否、財産が金や土地とは
限らない。私達の自己愛(エゴ)を満足させる財産、
すべてが、神の国を妨げるものとなる。 
イエス様に招かれ、最初に弟子となった漁師は

大切な舟や網、父親さえ、残してイエス様に従った
(1:18-20)。漁師だった彼らは何の財産も持たずに、
イエス様に従う弟子となった。なのに彼らは「誰が
一番偉いか」という議論に夢中になっていた(9:34)。
彼らは金や物を財産にしない代わりに、人より偉
くなることを財産にした。さっきの男は信仰を
財産の1つにしていた。 
自己愛の種は尽きず、自己愛を侮るのは危険。

自己愛は罪を引き寄せる。しかも自己愛のない人
など1人もいない。手当たり次第に、自分の財産に
したがる自己愛に「捨てろ」とは言えない私達だ。
そんな私達が神の国に入るよりも「ラクダが針の

穴を通る方がまだ易しい」と言うしかない。 
「それでは誰が救われるのだろうか」と言う

弟子達の嘆きを私達も嘆くしかない。しかしそんな
弟子達、また私達に、イエス様は言ってくださる。 

27節「人間にできることではないが神には
できる。神は何でもできるからだ」。 
自己愛にベタつく私達が、永遠の命を受ける。

神も人も愛せない私達が神の国に入る。これらは、
ラクダが針の穴を通る以上に、全く不可能で、全く
ありえないこと。でも人には絶対に不可能だから、
全能である神が、私達に代わって行ってくださる。
そこで神は、十字架を用意された。十字架の上で
神は私達のために奇跡を起こす。与えられるはず

のない者に、永遠の命を与え、入る資格のない

者を、神の国に入れるという神の奇跡です。 
十字架は「罪人が救われる」という、あり得

ないことを、神が実現させた確かな証。十字架は

ラクダが針の穴を通るどころか、神に背く者が

神の国に入れられると言う確かな証。神は私達の
表も裏も、すべて知り尽くしているから、十字架を
立てた。捨てられない私達の代わりに、十字架の

イエス様にすべてを捨てさせた。カラッポにされ

たイエス様を通し、イエス様と言う神の通路を

通して、私達に永遠の命を与えるためです。 

28節では、すべてを捨てイエス様に従う自分を
ペトロは誇る。でも弟子達は皆、イエス様を捨てて
逃げ去る。イエス様の招きにふさわしい者は1人も
いない。それなのに何も捨てられず、従えない者
を、イエス様は招いて受け入れる。「人間にできる

ことではないが、神にはできる」。 
ペトロ達が弟子でいられるのは、この一言がある

から。私達が信仰者でいられるのは、この一言が
あるから。 

29節以下はイエス様のため、また福音のために
捨てて来た人々への報酬です。聖書が言う捨てる
とは、自分の手の中のものを、神の御手に移すこと
であり、神の御手に移すたびに、神から善きものを
託されて行く。その最たるものが、「永遠の命」。
私達はイエス様に招かれ、神の国を目指す群れの
中にいる。あの男のように群れから立ち去らずに、
留まり続ければ、イエス様が神の御子であることを
捨てるほどに、私達はイエス様に愛され、大切に
養われていることに気づいて行く。 
そしてイエス様に愛されている真実に目覚める

たびに、自己愛の呪縛が1つずつ解けて行く。ムリ
して捨てるのではなくて、神に愛されている真実に
目覚めるたびに、私達からあらゆる呪縛が消えて
行く。イエス様がご自分を捨てながらエルサレムを
目指して旅したように、私達も1つ1つ捨てながら、
救いが完成する終わりの日を目指し、旅して行く。
そしてすっかり捨てた時には、イエス様に似た者に
されている。 
自分を捨てながら、イエス様に従って行く旅は、

ますますイエス様から愛されて行く旅だ。愛されて
いるから、捨てること、従うことができる。 
自分を捨てて、イエス様に従うことなど、本来、

人には不可能。でも神は愛だから、神ならできる。
神にはできる。 
神は永遠の愛だから、私達を愛し、私達の信仰

の旅を完成させてくださる。 
私達が弱くても、神にはできる。ここにこそ

私達の信仰の旅の土台がある。 
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